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令和７年４月10日
全国農業協同組合中央会
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Ⅰ．食料・農業・農村をめぐる情勢とJAグループの目指す姿
　
１．食料・農業・農村をめぐる情勢
○　ロシアのウクライナ侵攻や急激な円安に端を発した食料、エネルギー、原材料等の国際価格の高騰により、国際社会において食料安全保障が共通の重要課題となっている。

○　一方で、日本国内ではあらゆるものの物価高騰が国民生活を直撃しており、生産資材や飼料、燃料等の価格高騰・高止まりは、日本農業にも大きな影響を与えているにもかかわらず、そのコスト増加分を販売価格へ十分反映できていない状況にある。

○　また、JAグループが、現場からの声をもとに農政運動を展開するとともに、「国消国産」JAグループ統一運動に注力してきた結果、令和６年５月には、食料安全保障の強化等に向け、「食料・農業・農村基本法」が四半世紀ぶりに改正された。

○　さらに今年は、この改正基本法にもとづいた、通常国会での「適正な価格形成」に関する法案提出や、新たな「食料・農業・農村基本計画」の閣議決定など、農政にとって重要な時期を迎えている。

【ＪＡグループの政策提案の成果】
	【JAグループの重点要請（令和６年11月）　適正な価格形成】
需給と品質を基本としつつ、農畜産物の持続的供給に必要な生産コストが考慮される仕組みとするとともに、その実効性の確保と不適正な商慣習の把握と是正に向けて、国が一定の関与をする仕組みを早期に構築すること。

【食品等の流通の合理化及び取引の適正化に関する法律の一部改正案の概要】
（２）合理的な費用を考慮した価格形成
1 売り手・買い手に努力義務を措置
2 農林水産大臣が、持続的な供給に要する費用の指標を作成する団体を認定
3 農林水産大臣が、
・行動規範(判断基準)を策定
・取組が不十分な場合に、指導・助言　改善されない場合に、勧告・公表



	【JAグループの重点要請（令和６年11月）　消費者の役割】
消費者に対しては、適正な価格形成に向けた理解の醸成、さらには国産農畜産物を選択する行動変容につながる施策を抜本的に拡充すること。

【食料・農業・農村基本計画　骨子(案)】
　生産者から消費者までの食料システムを支えるあらゆる関係者を巻き込んでいくため、食と農を取り巻く新たな情勢や、改正食料・農業・農村基本法や食料供給困難事態対策法等の理解を深めつつ、具体的な行動変容を促進する。


２．JAグループの目指す姿とその実現に向けた運動展開
○　中長期的には、消費者からの理解のもと、食料安全保障の実現と、その裏付けとなる再生産に配慮された適正な価格形成を実現することが、JAグループの「目指す姿」で、その実現には、JAグループ各分野の取り組みに加え、継続的な運動展開が不可欠である。

○　そのため、JAグループとしては、引き続き、「農政運動」と「『国消国産』統一運動」を両輪としながら、JAグループ各分野における多様な取り組みを継続的にすすめていく。

○　それらの取り組みのうち、国民理解醸成や良好な世論形成に向けては、「国消国産」JAグループ統一運動を軸に取り組みをすすめていくこととし、以下、これまでの運動成果等を検証のうえ、令和７年度の取り組みを提起する。


【目指す姿の実現に向けた農政運動・国消国産運動の展開方向（イメージ）】
[image: タイムライン

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]












【「国消(こくしょう)国産(こくさん)」の定義】
	「国消国産」とは、「私たちの『国』で『消』費する食べものは、できるだけこの『国』で生『産』する」という考え方。





[bookmark: _Hlk157169943][bookmark: _Hlk157329437]Ⅱ．「国消国産」JAグループ統一運動の取り組み

[bookmark: _Hlk190878452]１．令和６年度「国消国産」JAグループ統一運動の成果等
○　JAグループは、第29回JA全国大会決議をふまえ、令和４年度より、JAグループ「国消国産」統一運動を展開している。令和６年度は、令和６年４月全中理事会決定の「統一運動方針および実践策」のもと、具体的な取り組みをすすめた。

○　「JAグループ統一広報事業（都道府県域および全国機関からの拠出）」と、それを補完する「国消国産推進事業（全国機関からの拠出）」、さらに都道府県段階で、様々な取り組みを展開した結果、JAグループ全体で延べ約１億3,727万人（都道府県段階：延べ約6,932万人、全国段階：延べ約6,795万人）に対し情報発信することができた。


【令和６年度 統一運動での情報発信の取り組み実績】
	「国消国産月間（10・11月）」を中心に、JAグループを挙げて国民理解醸成に向けた各種施策を実施し、延べ１億3,727万人以上に情報発信

■情報発信の対象者数
	都道府県
	令和６年度
	（参考）
令和５年度
	（参考）
令和４年度

	47都道府県合計
	69,323,991人
	33,062,686人
	19,826,338人

	全国段階合計
	67,951,815人
	61,565,173人
	27,753,500人

	総合計
	137,275,806人
	94,627,859人
	47,579,838人







[bookmark: _Hlk190878513]

○　本会が毎年度実施している定点調査では、「国消国産」の認知は若年層を含め、全体で４割強と定着・微増している。認知している者のうち、約７割強の者が実際に国産農畜産物を多く購入しており、継続的な情報発信の効果が見て取れる。

【「国消国産」の認知度、国産農畜産物購入度、認知経路】
国産農畜産物購入度　［国消国産認知者ベース］

「国消国産」の認知度

[image: ダイアグラム, テーブル

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]
[image: グラフ, 棒グラフ

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]
左グラフのとおり、「国消国産」の認知は若年層を含め、全体で４割強と定着。

右グラフのとおり、認知者の内、７割強が実際に国産農畜産物を多く購入。





	









「第14回食料・農業・ＪＡに関する調査」（令和６年12月、全国9,602サンプル）より抜粋
「国消国産」の認知度は、直近３年間で微増傾向にあり、４割強で定着している。（令和４年度：42.8％、令和５年度：44.8％、令和６年度：45.6％）

○　認知経路については、テレビCM、JA直売所等の関係施設、WEB広告・記事が上位を占めており、これまでの「国消国産推進事業」等の広報効果が見て取れる。


【「国消国産」の認知経路】
[image: テーブル

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]













「第14回食料・農業・ＪＡに関する調査」（令和６年12月、全国9,602サンプル）より抜粋



○　また、「国消国産」JAグループ統一運動に関するJA都道府県中央会向けの調査や全中事業に関する会員からのアセスメント調査、JAおよびJA都道府県中央会が出席する機関会議の中で、「JAグループ全体での統一運動を継続すべき」との声が多くあがっている。








２．令和７年度の「国消国産」JAグループ統一運動
[bookmark: _Hlk158033577]（１）基本的考え
○　前述の「JAグループの目指す姿」や過年度の取り組み検証をふまえ、消費者が我が国の食や農の実態を「認知」、「理解・共感」し、最終的には国産農畜産物の選択・購買等の「行動変容」に繋げられるよう、令和７年度も引き続き、「国消国産」をキーメッセージとするJAグループを挙げた統一運動に取り組む。

○　令和６年度の統一運動によるJAグループ全体の情報発信量が、運動取り組み初年度（令和４年度）の約３倍になるなど、本運動が着実に定着・広がっていることをふまえ、これまで同様、通年の取り組みを土台に、「10月16日を国消国産の日」、また、「10・11月を国消国産月間」として設定し、当該期間に行動変容を促す取り組みを重点化する。

【「国消国産の日」の制定】
	[bookmark: _Hlk190954827]10月16日は、1945年に国連食糧農業機関（FAO）が発足した日で、1981年に国連が「世界食料デー」に定めた日。これにあわせ、全中が令和３年、当該日を「国消国産の日」として制定し、日本記念日協会に登録



○　また、令和７年度も昨年度に続き、「10月16日・国消国産の日」を「国消国産一斉行動日」として設定する。昨年度の取り組み状況や会員からの声をふまえ、当該日に、全てのJAグループ各組織は、地域住民・消費者の「国消国産」への意識醸成をはかるため、各々の広報戦略等をふまえた取り組みを実施する。取り組みにあたっては、後述の統一学習資材等の「実践策」なども活用する。

【「国消国産一斉行動日」の取り組みイメージ】令和６年度
全中提供
SNS用
テンプレート

	[bookmark: _Hlk127559944][image: ]＊JA直売所キャンペーンと連動した地域住民向けイベント
＊統一学習資材を活用したウェブによる情報発信	
＊全中提供のテンプレートを活用したSNS発信
＊統一学習資材等を活用した街頭宣伝活動
＊統一学習資材等をもとにした地方紙への広告掲載、地方テレビ局へのCM出稿



○　また、統一運動にかかるあらゆる機会を活用し、JA・JA都道府県中央会・全中を中心に、パブリシティを実施する。

○　統一運動の重点訴求対象についても、これまで同様、食への関心が相対的に高く、子供の食生活に大きな影響を与え、消費における行動変容が期待できる「子育て層」と、食・農・JAへの関心が相対的に低いものの、次代の社会を担い、また、将来的にJAの組織・事業基盤を担うことが期待できる「若年層」を基本とする。
（２）JAグループ各段階の役割分担等
○　第30回JA全国大会決議では、統一運動を実践するにあたり、JAおよび都道府県域は各々の地域において実践すること、また、全国機関は各地の取り組みを支援するとともに、おもに大都市消費者に対する情報発信といった役割分担を確認しており、JAグループ各組織は各々の役割を担い、また、各々の広報戦略等もふまえながら、効果的・効率的に統一運動をすすめる。

○　JAは、中央会の広報活動支援機能や後述の「実践策」も活用し、おもに管内の地域住民を訴求対象に、情報発信などの取り組みをすすめる。

○　JA都道府県中央会は、全中の広報活動支援機能や後述の「実践策」も活用し、また、JAや連合会と連携し、おもに当該都道府県内の地域住民を訴求対象に、情報発信などの取り組みをすすめる。

[bookmark: _Hlk158977252]○　全中は、上述の広報活動支援等を展開するとともに、「JAグループ統一広報事業」を活用しながら、JAグループ一体となった後述の「実践策」を提起・展開する。さらに、全国機関と連携し、JAグループ全体での統一運動を強力に牽引するため、また、おもに大都市消費者に対する情報発信を強化するため、「国消国産推進事業」を活用し、後述の「実践策」を提起・展開する。

[image: ]【令和７年度「国消国産」JAグループ統一運動の全体像】
























[bookmark: _Hlk158032894]
[bookmark: _Hlk103570911][bookmark: _Hlk103244899]

[bookmark: _Hlk191861076]Ⅲ．国民理解の醸成と適正な価格形成の実現に向けた実践策（概要）

[bookmark: _Hlk191861903]≪JA・都道府県段階を中心とした取り組み：通年≫
[bookmark: _Hlk127421424]１．統一学習資材を活用した情報発信
　○　情報発信の目的や訴求対象に応じて資材を選択できるよう、「国消国産」を軸に複数種類の訴求内容を組み合わせた統一学習資材を制作・展開する。
○　訴求対象を意識し、「国消国産」を訴求する資材は、「JAグループサポーターの『林修先生』」、「特に若年層への発信力が高い『乃木坂46』」、「笑味ちゃんと連携可能な親子向けのキャラクターとして『ハローキティ』」をそれぞれ起用した３種類を制作する。

[bookmark: _Hlk109164526][bookmark: _Hlk109163662][bookmark: _Hlk109162701]２．みんなのよい食プロジェクトの資材を活用した情報発信
[bookmark: _Hlk103596451]○　イベント等での活用を念頭に、同プロジェクトの趣旨等をわかりやすく整理したリーフレットや、「食」の場面などで活用可能な笑味ちゃんキャラクターの広報資材等の活用を推進する。
[bookmark: _Hlk127531833]
[bookmark: _Hlk190967790]３．特に若年層への発信力が高いインフルエンサーを活用した情報発信
○　乃木坂46を起用した資材を活用し、「国消国産」にかかる興味・関心の醸成をすすめ、行動変容のきっかけづくりをはかる。
○　話題性が高まるよう新ビジュアルにて各種資材を制作する。全ての資材に二次元コードを貼り付け、「国消国産」の意義等をわかりやすく説明する特設サイトへの誘因をはかる。

[bookmark: _Hlk191862309]≪JA・都道府県段階を中心とした取り組み：重点月間≫
４．JA直売所を基点として行動変容を促す取り組み
○　JA直売所を未利用または利用頻度が少ない消費者に対して、地域に密着した行動変容のきっかけを提供する。また、既存の利用者に対しても、JA直売所への継続的な訪問を促すことによって、より一層、地域農業へのファンづくりや、JAグループ各事業への理解促進をはかる。
[bookmark: _Hlk127545726]○　JA直売所を複数回訪問することを条件にしたデジタルスタンプ応募キャンペーンとし（LINEを活用）、当選者に47都道府県それぞれの国産農畜産物をプレゼントすることで、さらに各地域の農畜産物の魅力を知っていただくとともに、話題性が高まるよう企図する。
[bookmark: _Hlk191862852]○　プレゼントにかかる費用（１県域あたり100万円）は、全国機関の拠出による「国消国産推進事業」を活用する。
○　デジタルスタンプ応募とあわせ、より一層の行動変容を促すため、「マストバイ」の要素を含めたキャンペーンもあわせて実施する。


５．JAタウンを基点として行動変容を促す取り組み
○　全国各地の農畜産物を購入したいという主に大都市在住の消費者ニーズに応えるため、全都道府県のJAが出店する産地直送ショッピングモール「JAタウン」を活用し、未利用または利用頻度が少ない消費者の購買や、既存の利用者に対しても継続的な利用を促す。
○　JAタウン内に特設ページを開設のうえ、同ページにて、「国消国産」の意義等を訴求し、継続的な国産農畜産物の購買につなげる工夫を行うとともに、同ページ内の商品について購入者の送料負担なしの特典を付与する。
○　特典にかかる費用は、全国機関の拠出による「国消国産推進事業」を活用する。
○　特設ページへの出品物については、全国のJAおよび全農県本部・経済連等が、国産農畜産物およびその加工品に限定した3,000円以上（税込）の商品を選定し出品する。

≪全国機関を中心とした取り組み：通年≫
[bookmark: _Hlk160458544][bookmark: _Hlk191021986]６．大都市消費者向けを中心とした情報発信
＜WEB動画や地上波CMを活用した「国産DAY」の情報発信＞
[bookmark: _Hlk157442491]○　「国消国産」につながる新しい食習慣「国産DAY」を、ウェブ動画を中心に情報発信し、国産農畜産物に対する選択・購買意欲喚起などの意識変化や行動変容を促進させる。
○　食や農の実態について興味・関心・共感が湧くよう、JAグループサポーター林修先生など発信力あるタレントを起用した“やわらかい”表現の、過年度に制作した動画を有効活用する。
○　あわせて、特設サイトに、全国機関や各都道府県・JA等が実施している農業体験事業などのリンクを掲載し、そこから「農」を意識・体験する機会を提供する。
○　事業費は、全国機関の拠出による「国消国産推進事業」を活用する。
[bookmark: _Hlk158044929]
≪全国機関を中心とした取り組み：重点月間≫
＜都内でのイベント＞
○　全中は、全国機関や関係組織等との連携を検討のうえ、「子育て層」と「若年層」向けのイベントを実施する（10月上旬、都内で実施予定）。


Ⅳ．令和７年度「国消国産」JAグループ統一運動にかかる予算の考え方
　○　JAおよび都道府県段階においては、各組織管内の地域住民を訴求対象に、「国消国産」の認知、理解・共感等をはかるための情報発信などをすすめる際、JAグループ統一広報事業の活用とあわせ、各組織において必要な予算を措置する。

　○　全国段階においては、全中により前述のJAグループ一体となった「実践策」の提起・展開をするため、「JAグループ統一広報事業」等を活用する。あわせて、JAグループ全体での統一運動を強力に牽引するため、また、おもに大都市消費者に対する情報発信を強化するため、別途、全国機関の拠出による「国消国産推進事業」において必要な予算を措置する。



Ⅴ．今後のすすめ方
　○　「令和７年度『国消国産』JAグループ統一運動　運動方針および実践策」については、JA・JA都道府県中央会・全国機関等で構成する諸会議における協議を経た後、４月10日（木）の全中理事会へ附議する。

　○　以降、実践策のさらなる具体化をすすめるとともに、JAおよびJA都道府県中央会等の実務担当者向けの説明会を適宜開催し、具体的な取り組みや資材等の活用方法について情報共有を徹底する。　

【関連会議等の日程】
	２月26日（水）　　JA中央会広報担当部課長会議
３月14日（金）　　JA広報対策委員会
４月 ３日（木）　　JA中央会農政担当部課長会議
４月 ９日（水）　　基本農政対策委員会
４月 10日（木）　　全中理事会
４月22日（火）　「令和７年度『国消国産』JAグループ統一運動」説明会
４月23日（水）　　JA中央会営農担当部課長会議
４月24日（木）　　JA中央会常勤役員・参事全国会議
５月20日（火）
～６月２日（月）ブロック別JA中央会広報担当部課長会議
７月29日（火）　　「令和７年度『国消国産』JAグループ統一運動」説明会



以　上


参考資料：国民理解の醸成と適正な価格形成の実現に向けた実践策

≪JA・都道府県段階を中心とした取り組み≫
通 年

１．統一学習資材を活用した情報発信
（１）目的
○　令和７年度は、合理的な価格の形成など関連法案の検討・成立が予定されており、また、農畜産物の価格上昇等により、国民の食料安全保障への関心は高まっていることも踏まえ、あらためて、「国消国産」の意義等について情報発信を行い、最終的には、消費者が国産農畜産物を積極的に選択するなどの行動変容をめざす。

（２）概要
　○　情報発信の目的や訴求対象に応じて資材を選択できるよう、「国消国産」を軸に複数種類の訴求内容を組み合わせた統一学習資材を制作・展開する。
○　訴求対象を意識し、「国消国産」を訴求する資材は、１「JAグループサポーターの林修先生」、２「特に若年層への発信力が高いインフルエンサー」、３「笑味ちゃんと連携可能な親子向けのキャラクター」をそれぞれ起用した３種類を制作する。
　
（３）制作資材等（予定）
　○　統一学習資材として、JAグループ各組織が広報誌・イベント・WEB・SNS等で活用することを想定し、A５片面を基本としたデータ形式（「PDF、ai、psd」）で展開。
　○　訴求内容は、会員からの要望やJAグループをめぐる情勢等をふまえ、「国消国産」を軸に、①地産地消、②直売所の魅力、③JAグループファンづくり、④米・野菜の価格上昇の背景や生産・流通等におけるJAグループの役割、⑤合理的な価格の形成など関連法、⑥国際協同組合年（IYC2025）、⑦国消国産月間でのキャンペーン誘導、⑧食農教育などを想定。
○　訴求内容ごとに、A５片面を基本に制作し、活用する広報手段等により、A５サイズ、またはA５サイズを組み合わせA４サイズとして使用を想定。

【令和６年度に制作したA５サイズの統一学習資材例】
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, Web サイト

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。][image: テキスト が含まれている画像

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。][image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, テキスト, Web サイト

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]

１ JAグループサポーター林修先生の資材
　○　過年度同様、フッター部分のJAグループロゴ等、変更可能。

【令和６年度に林修先生を起用して制作した統一学習資材例】
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, Web サイト

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。][image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, Web サイト

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]








「国消国産」のA５サイズに
他の訴求内容のＡ５サイズを
組み合わせたＡ４サイズの資材例





２ 特に若年層への発信力が高いインフルエンサーを起用した資材
　○　当該インフルエンサーの選定について、各種調査結果やSNSの発信力、また、継続起用することでの相乗効果もふまえ、過年度同様、乃木坂46を起用。
○　会員からの要望等をふまえ、フッター部分のJAグループロゴを各組織のロゴに変更可能。

【令和６年度に乃木坂46を起用して制作した資材例】
[image: タイムライン が含まれている画像

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。][image: Web サイト が含まれている画像

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]








３ 笑味ちゃんと連携可能な親子向けのキャラクターを起用した資材
　○　当該キャラクターの選定について、各種調査結果等の結果をふまえ、子育て層のみならず、その子ども世代（幼児・小学生）にも圧倒的に認知されている、(株)サンリオの「ハローキティ」を起用。
○　笑味ちゃん＆ハローキティを起用して制作する訴求内容は、現時点では、「国消国産」と「食農教育」を想定。今後、会員からの要望等をふまえ、米・畜産物・青果物等の品目そのものをPRする資材制作を検討。いずれの資材もフッター部分のJAグループロゴを各組織のロゴに変更可能。
○　「国消国産」と「食農教育」の訴求に関する独自の資材を、JA都道府県中央会が制作することも可能（要・別途制作費）。なお、品目そのものをPRする資材は制作不可。

【笑味ちゃん＆ハローキティを起用して制作する資材の契約範囲】
	
	JA
	JA都道府県
中央会
	全中

	制作された資材の活用
	○
	○
	○

	国消国産の訴求に関する資材の制作
	×
	○
	○

	食農教育の訴求に関する資材の制作
	×
	○
	○

	特定品目(米・畜産物・青果物等)のPRに関する資材の制作
	×
	×
	○

	特定商品のPRに関する資材の制作
	×
	×
	×

	上述以外の資材の制作
	×
	×
	×


[image: 挿絵, 抽象 が含まれている画像

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]


（４）今後のスケジュール（予定）
　○　５月下旬
「国消国産（林修先生、笑味ちゃん＆ハローキティ）」および上述の訴求内容にあるいずれかから５種類程度の統一学習資材を展開
　○　７月下旬
　　　　「国消国産（乃木坂46）」および上述の訴求内容にあるいずれかから５種類程度の統一学習資材を展開


JA・JA都道府県中央会等による取り組み
　○　JAグループ各組織の広報戦略等に応じて、統一学習資材を広報誌・イベント・ウェブ・SNS等で活用のうえ、情報発信に取り組む。
２．みんなのよい食プロジェクトの資材を活用した情報発信通 年

（１）目的
○　みんなのよい食プロジェクトを活用し、「国消国産」の意義等について、わかりやすく「自分ゴト化」を促進させ、行動変容のきっかけづくりをはかる。

（２）概要
○　イベント等での活用を念頭に、同プロジェクトの趣旨等をわかりやすく整理したリーフレットや、笑味ちゃんキャラクターの一定の認知を活かし、「食」の場面などで活用可能な既存の広報資材等の活用を推進する。
○　形状として可能なものには、「みんなのよい食プロジェクト」や「国消国産」のウェブサイトに誘引する二次元コードを張り付けている。
○　資材のこれまでの活用状況や、小学生の子を持つ家庭などで高い需要が見込まれるもの（鉛筆、付箋、バンダナ）について、新規制作を行う。

（３）提供方法等
　○　資材は全て、JA全中斡旋品システムにて販売。
○　よい食プロジェクト関連の斡旋資材は、「『国消国産』JAグループ統一運動」に使用する場合、斡旋価格を４月１日から令和８年３月31日までの間、定価の「５割引」にて提供。

（４）今後のスケジュール（予定）
○　４月～令和８年３月31日
　　　　みんなのよい食プロジェクト関係資材を「５割引」にて斡旋
　○　４月～６月頃
[image: 白い背景と黒い文字

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]　　　　新規制作資材の斡旋開始（制作完了次第、随時斡旋開始）
[image: ]
【新規制作する資材（イメージ）】
[image: アプリケーション が含まれている画像

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]



バンダナ
付箋
鉛筆



JA・JA都道府県中央会等による取り組み
　○　JAグループ各組織の広報戦略等に応じて、笑味ちゃんキャラクターを活かした資材やリーフレット、着ぐるみなどを、イベント等で活用のうえ、情報発信に取り組む。

３．特に若年層への発信力が高いインフルエンサーを活用した情報発信通 年

（１）目的
○　特に若年層への発信力が高いインフルエンサーを起用した資材を活用し、「国消国産」にかかる興味・関心の醸成をすすめ、行動変容のきっかけづくりをはかる。

（２）概要　
　○　当該インフルエンサーの選定について、各種調査結果やSNSの発信力、また、継続起用することでの相乗効果もふまえ、過年度同様、乃木坂46を起用する。
○　10月からの「国消国産月間」を念頭に、話題性が高まるよう新ビジュアルにて各種資材を制作する。全ての資材に二次元コードを貼り付け、「国消国産」の意義等をわかりやすく説明する特設サイトへの誘因をはかる。
○　乃木坂46卒業メンバーの肖像を掲載しているものを含め、過年度に制作した資材は、令和７年度に同種資材を展開するまで使用できる。なお、クリアファイルとカトラリーセットは、在庫状況をふまえ、新規制作を行わない。
○　この他、国産農畜産物を食べてもらうきっかけとなる食事や料理などの要素を多く盛り込んだ短編動画をTikTokで公開する等、乃木坂46の発信力を活かした企画を検討する。

（３）制作資材等（予定）
○　ポスター、のぼりを、新ビジュアルにて制作・展開（無償提供および斡旋）。
○　広告原稿（15段、５段、半５段）、電子看板データ（デジタルサイネージ）、誘導バナー、CM素材（15・30秒）、メッセージ動画を、新ビジュアルにて制作・データ展開。


【令和６年度に乃木坂46を起用して制作した資材等】
[image: 女性の写真のコラージュ

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。][image: テキスト, ホワイトボード

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。][image: ]



メッセージ動画
CM素材
ポスター

（４）今後のスケジュール（予定）
　○　７月下旬頃
　　　　ポスター、のぼりの無償提供および斡旋開始
広告原稿、電子看板データ、誘導バナーの展開
　○　９月上旬頃
　　　　CM素材、メッセージ動画の展開

【乃木坂46を活用した広報資材の展開（予定）】
	資材
	展開・
更新時期
	制作部数
	無償提供
部数
	斡旋部数
	（参考）
令和６年度
１個あたり
単価

	ポスター
	７月下旬頃
	約２万部
	約1.8万部
	約２千部
	80円

	のぼり
	７月下旬頃
	約5,500部
	約1,800部
	約２百部
	1,100円

	クリアファイル
※令和５年度制作
	－
	－
	－
	約1.3万枚
	60円

	カトラリーセット
※令和６年度制作
	－
	－
	－
	約1,400個
	600円

	広告原稿
（15段、５段、半５段）
	７月下旬頃
	データ
	－
	－
	－

	電子看板データ
（デジタルサイネージ）
	７月下旬頃
	データ
	－
	－
	－

	誘導バナー
	７月下旬頃
	データ
	－
	－
	－

	CM素材
（15秒、30秒）
	９月上旬頃
	データ
	－
	－
	－

	メッセージ動画
	９月上旬頃
	データ
	－
	－
	－


※店舗活用資材（のぼり）は、制作部数5,500部のうち3,500部を、JA直売所キャンペーン用資材として使用することを想定


JA・JA都道府県中央会等による取り組み
　○　JAグループ各組織の広報戦略等に応じて、各種資材を店舗やJA直売所、広報誌やイベント等で活用のうえ、情報発信に取り組む。



４．JA直売所を基点として行動変容を促す取り組み重点月間

（１）目的
○　消費者に、実際に国産農畜産物を選んで購入していただくことを促すとともに、生産者側から適正な価格形成を促す足がかりとなる、JA直売所を基点とした全国規模のキャンペーンを実施する。
○　JA直売所を未利用または利用頻度が少ない消費者に対しては、地域に密着した行動変容のきっかけを提供する。また、既存の利用者に対しても、JA直売所への継続的な訪問を促すことによって、より一層、地域農業へのファンづくりや、JAグループ各事業への理解促進をはかる。

（２）概要
○　令和６年度の基本的枠組みを継続する。JA直売所を複数回訪問することを条件にしたデジタルスタンプ応募キャンペーンとし、当選者に47都道府県それぞれの国産農畜産物をプレゼントすることで、さらに各地域の農畜産物の魅力を知っていただくとともに、話題性が高まるよう企図する。
○　プレゼントにかかる費用（１県域あたり100万円）は、全国機関の拠出による「国消国産推進事業」を活用する。
○　LINEを使用した応募により、参加者・店舗スタッフの労力軽減をはかる。
○　デジタルスタンプ応募とあわせ、より一層の行動変容を促すため、「マストバイ」の要素を含めたキャンペーンもあわせて実施する。
○　キャンペーン特設サイトを開設のうえ、統一学習資材等に記載する二次元コードから同サイトに誘引し、「国消国産」の意義等について訴求する。

（３）実施期間
　○　10月１日（水）～ 11月30日（日）

（４）制作資材等（予定）
○　二次元コード付ポスター、POP、チラシ、のぼり等を各店舗に送付
○　ウェブやSNS告知用のバナーやチラシデータの提供

[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス が含まれている画像

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]【デジタルスタンプ応募キャンペーン実施イメージ】




（５）今後のスケジュール（予定）
　○　４月上旬～
　　　　県域それぞれで賞品選定の検討
　　　　当選者宛文書と自県産農畜産物のPR資材等の賞品同梱について調整
○　６月上旬～下旬
　　　　JA直売所キャンペーン参加店舗の確認調査
　○　７月上旬～下旬
　　　　県域それぞれで、選定した賞品をJAタウン県域ショップへ登録
　○　９月中旬
　　　　特設サイトの公開、関連資材の店舗発送
○　10月１日（水）～ 11月30日（日）
　　　JA直売所キャンペーンの実施
○　12月中下旬
　　　JAタウン（全農全国本部）からJA都道府県中央会に賞品代の請求
○　令和８年１月中旬
　　　JA都道府県中央会から全中へ助成申請書等の締切
　　　※「国消国産推進事業」により、各都道府県に対し、農畜産物の賞品代として１県あたり100万円を上限に助成
○　１月下旬
　　　全中からJA都道府県中央会への助成金支払
○　１月～３月上旬
　　　当選者への賞品発送（送料は全中負担）


JA・JA都道府県中央会等による取り組み
○　JA都道府県中央会は、JAや全農県本部等と連携し、47都道府県それぞれの国産農畜産物の賞品（各県１賞品３千円程度×300セット）を選定する。
○　JA都道府県中央会は全農県本部等に対し、当選者宛文書と自県産農畜産物のPR資材等の同梱について調整する。
○　JA都道府県中央会は、JA等と連携し、参加有無や資材送付先住所等、JA直売所店舗に関する情報をとりまとめ、全中に集計結果を報告する。
○　JA都道府県中央会は、全農県本部等に対し、当該賞品をJAタウンの県域ショップへ登録するよう依頼する。
　○　JA等は、関連資材の到着後、JA直売所でのポスター掲示やJA直売所スタッフへの説明を徹底する。




５．JAタウンを基点として行動変容を促す取り組み重点月間

（１）目的
○　消費者が実際に、国産農畜産物を選んで購入していただくことを促すとともに、生産者側から適正な価格形成を促す足がかりとなる、JAタウンを基点とした全国規模のキャンペーンを実施する。
○　全国各地の農畜産物を購入したいという主に大都市在住の消費者ニーズに応えるため、全都道府県のJAが出店する産地直送ショッピングモール「JAタウン」を活用し、未利用または利用頻度が少ない消費者の購買や、既存の利用者に対しても継続的な利用を促す。

（２）概要
○　令和６年度までの基本的枠組みを継続する。JAタウン内に特設ページを開設のうえ、別途作成する統一学習資材等に記載する二次元コード等からの誘引を図る。
○　同ページでは、「国消国産」の意義等を訴求し、国産農畜産物の購入意向を確認するなど、単なるキャンペーンではなく、継続的な国産農畜産物の購買につなげる工夫を行う。そのうえで、特設ページ内の商品について購入者の送料負担なしの特典を付与する。
○　特典にかかる費用は、全国機関の拠出による「国消国産推進事業」を活用する。
○　特設ページへの出品物については、全国のJAおよび全農県本部・経済連等が、国産農畜産物およびその加工品に限定した3,000円以上（税込）の商品を選定し出品する。

（３）実施期間
○　10月１日（水）～11月30日（日）
ただし、助成額が予算上限に達した時点で終了

（４）今後のスケジュール（予定）
　○　９月
　　　　都道府県域それぞれでJAタウン県域ショップへ登録
　○　10月１日（水）
　　　　特設サイトの公開
○　10月１日（水）～ 最長11月30日（日）
　　　　JAタウンキャンペーンの実施



JA・JA都道府県中央会等による取り組み
　○　全農県本部等は、必要に応じてJAやJA都道府県中央会等と連携し、47都道府県それぞれの出品内容を選定する。
○　全農県本部等は、当該出品内容をJAタウンの県域ショップへ登録する。
○　JAグループ各組織の広報戦略等に応じて、ウェブやSNS告知用のバナーを活用のうえ、情報発信に取り組む。


【令和６年度JAタウンキャンペーン実績】
	＜実施概要＞
実施時期：令和６年10月１日（火）～11月30日（土）
参加ショップ：83ショップ
商品数：約8,900（令和５年度から約1,000商品増加）
※3,000円以上の商品を対象とし、水産物は対象外
予算：国消国産推進事業費で１億1,950万円、別途全農が約１億1,700万円を負担） 
＜キャンペーンの主な実績(10/1～11/30)＞
	
	JAタウン訪問者
（千人）
	新規登録者数
（人）
	注文人数
（人）
	受注実績
（百万円）

	令和６年
	2,196
	34,201
	150,720
	956

	令和５年
	2,446
	37,379
	139,316
	816

	令和４年
	1,830
	24,627
	95,846
	528

	前年比
	90％
	91％
	108％
	117％

	前々年比
	120％
	139％
	157％
	181％






【令和６年度のJAタウンキャンペーン バナー】 
[image: テキスト

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]







≪全国機関を中心とした取り組み≫
通 年

６．大都市消費者向けを中心とした情報発信
＜WEB動画や地上波CMを活用した「国産DAY」の情報発信＞

（１）目的
○　「国消国産」につながる新しい食習慣「国産DAY」を、ウェブ動画を中心に情報発信し、国産農畜産物に対する選択・購買意欲喚起などの意識変化や行動変容を促進させる。

（２）概要
○　令和６年度までの成果をふまえ、これまでの制作動画の訴求効果が高いことから、食や農の実態について興味・関心・共感が湧くよう、JAグループサポーター林修先生など発信力あるタレントを起用した“やわらかい”表現の既存動画を有効活用のうえ、事業を継続する。
○　大都市消費者向けに、効果検証等をさらにすすめ、費用対効果の高い手段にて（YouTube動画広告、バナー広告、コネクテッドTVを想定）、リーチしやすい既存動画を基点に情報発信し、他の既存動画や特設サイトへの展開を企図する。
○　一方、特設サイトをリニューアルし、生産現場の厳しい実態に関する訴求内容についても情報発信する。
○　あわせて、特設サイトに、全国機関や各都道府県・JA等が実施している農業体験事業などのリンクを掲載し、そこから「農」を意識・体験する機会を提供する。
○　また、既存動画や特設サイトにリンクを掲載し、JA直売所を基点とした取り組みやJAタウンを基点とした取り組みへの誘導をはかる。


【令和６年度のCM・ウェブ動画（イメージ）、主な成果】
＊CM　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ウェブ動画
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス が含まれている画像

自動的に生成された説明][image: 食品, テーブル, 記号, 装飾 が含まれている画像

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。][image: 人, 食品, 女性, テーブル が含まれている画像

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]





＊　公開後６か月でYoutube等ウェブ動画の累計視聴完了回数は約３千７百万回。特に長尺動画（５～８分）の完全視聴率は、約3.5割を実現。



＜都内でのイベント＞重点月間


（１）目的
○　全国各地でJA等のイベントが実施される10・11月の重点月間において、大都市消費者のうち、特に本運動方針で重点訴求対象として設定する「子育て層」と「若年層」向けのイベントを実施し、参加者へ食・農の実態の「認知」、「理解・共感」を促すとともに、国産農畜産物に対する選択・購買などの行動変容に繋げる。

（２）概要
○　過年度の成果をふまえ、全中は、全国機関や関係組織等との連携を検討のうえ、具体化をはかる。
○　開催日程については、10月上旬を予定する。
○　開催場所については、特に「子育て層」と「若年層」向けのイベントであることを意識し、都内で会場選定をすすめる。


【令和６年度の都内でのイベント概要（イメージ）、主な成果】
＊都内イベントの様子
[image: 人, 屋外, 民衆, 食品 が含まれている画像

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。][image: 料理をしている人達

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。][image: 椅子に座っている人たち

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]






＊　東京駅近くの「KITTE丸の内」やその周辺において、統一学習資材配布、体験コンテンツ、スタンプラリー、各種ステージイベント、全農和牛焼肉試食会、東農大マルシェ、全青協マルシェ等の取り組みを通じて、特に子育て層および若年層に対し、延べ約12,000人へ情報発信。　来場者による
　SNS投稿



【JA・都道府県段階を中心とした取り組み（実践策）の展開スケジュール】
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令和７年度「国消国産」JAグループ統一運動　実践具体策の展開スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

２．国民理解の醸成と適正な価格形成の実現に向けた具体策【重点期間】



国消国産一斉行動日【10/16】

JA直売所を基点として

行動変容を促す取り組み

全国のJAが出展する

JAタウンを基点として

行動変容を促す取り組み

１．「国消国産」の意義等にかかるJAグループ一体となった情報発信施策【通年】



統一学習資材を活用した

情報発信

みんなのよい食プロジェクト

の資材を活用した情報発信

乃木坂46の資材を活用した

情報発信

賞品を

JA

タウン県域ショップへ登録

「国消国産（林修先生、笑味ちゃん＆ハローキティ）」

および５種類程度の統一学習資材を展開

関係資材を「５割引」にて斡旋【

4/1

～

3/31

】

新規制作資材の斡旋開始

直売所キャンペーン【

10/1

～

11/30

】

JA

タウン送料無料キャンペーン【

10/1

～

11/30

】

JA

直売所キャンペーン参加店舗の確認調査

特設サイト公開、関連資材の店舗発送

CM

素材、メッセージ動画の展開

ポスター、のぼりの無償提供および斡旋開始

広告原稿、電子看板データ、誘導バナーの展開

「国消国産（乃木坂

46

）」および

５種類程度の統一学習資材を展開

JA

都道府県中央会へ賞品代の請求

当選者への賞品発送

JA

都道府県中央会への

助成金支払

助成申請書等の締切

県域での賞品選定の検討

賞品同梱物の調整

JA

タウン県域ショップへ登録

国消国産一斉行動日【

10/16

】
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				１．「国消国産」の意義等にかかるJAグループ一体となった情報発信施策【通年】 コク ショウ コクサン イギ ナド イッタイ ジョウホウ ハッシン シサク ツウネン

								4月 ガツ		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月

				JAグループサポーター林修
先生と連携した情報発信強化

				みんなのよい食プロジェクトの資材を活用した広報展開

				≪子育て世代女性層≫
JAグループファンコミュニ
ティの運営を通じた情報発信 コソダ セダイ ジョセイソウ

				≪子育て世代女性層≫
『あたらしい日日』を活用した「国消国産」レシピコンテストの展開

				≪若年層≫
乃木坂46の資材を活用した
広報展開 ジャクネンソウ

				≪若年層≫
教育機関と連携した若年層の
食と農への理解醸成

				２．国民理解の醸成と適正な価格形成の実現に向けた具体策【重点期間】 ジュウテン キカン

								4月 ガツ		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月

				認知向上に向けた取り組み

				JA直売所を基点として行動変容を促す取り組み

				全国のJAが出展するJAタウンを基点として行動変容を促す
取り組み



学習資材「適正な価格形成編」の制作・展開

関係資材を「５割引」にて斡旋【4/1～3/31】

着ぐるみ笑味ちゃんに関する事務連絡

着ぐるみ笑味ちゃん貸出開始

「ご当地カレー」特設ページ開設、全国各地の「ご当地」カレーを紹介

JA「ご当地カレー」ナンバーワン決定戦【東日本】

JA「ご当地カレー」ナンバーワン決定戦【西日本】

レシピコンテスト特設ページ開設

レシピ募集

審査員によるレシピ審査

8月31日（やさいの日）入賞者の決定・発表

レシピ素材の提供

副教材の制作・展開、「国消国産アイデア」の募集

出前授業の実施

「国消国産」アイデア表彰・紹介

学習資材の制作・展開

直売所キャンペーン【10/1～11/30】

JAタウン送料無料キャンペーン【10/1～11/30】

JA直売所店舗への確認調査

キャンペーン賞品をJAタウン県域ショップに登録

特設サイト公開、関連資材の店舗発送

全国説明会

全国説明会

広報誌用データの展開

店舗活用資材（ポスター、のぼり）・広告原稿・
学習用資材（学習帳）・リクルート用資材（クリアファイル）・
飲食を伴うイベント用資材（ウェットティッシュ）の斡旋開始

ウェブ・SNS用誘導バナー展開

CM素材・メッセージ動画の提供
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